
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イレブンエクシード通信 11 月号 

経営理念 

～一人でも多くの幸せのために～ 

幸福は自分一人では感じにくいです。また、自分のためだけの幸福は本当の幸福とはいいにくい。誰かのために

仕事をすること、誰かのために役に立つこと、誰かのためにやったことで感謝される、周りに感謝をする。 

それこそが幸福と実感する。充足感を感じることができる。そんな社会を目指していきたいです。 

 

私達の目的 

仕事を通じて一人でも多くの人々に安全で安心した生活を提供し、 

喜びに満ち溢れた幸福な社会を目指していきます。 

先月号でお伝えしましたイレブンエクシードに新しくスタッフが増え幅広く仕事内容も増えました。 

そこで工事担当の山口がどういった仕事を行っているのか今後の通信でもご紹介していきたいと思います。 

壁撤去から補修までと写真ではありませんが換気扇の開口、取付け作業もまとめて工事ができたので工期の短縮に 

もなりました。トイレタンク内の部品交換も入荷し、すぐに取替えの対応ができました。 

上記以外にもトイレや洗面化粧台の入替えなども対応できますので自社での幅が広がりました。 

その他にも今後自社で工事した内容を通信で紹介していきたいと思います。 

 

レイアウト変更に伴い壁面撤去+壁面補修 

トイレタンク内部品破損（赤丸箇所）に伴う部品取替え 

部品（フロート弁）が破損（チェーンがちぎれた）して水が

流せなかったので部品交換のご依頼交換いたしました。何が

原因なのか早く気づく事が大事です！ 

機器の配置変更により壁があることで移動ができなかったため、壁を撤去す

るご依頼を受けました。壁を撤去することによりスムーズに移動が出来るよ

うになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障がいとは…一般に、同年齢の子供と比べて、「認知や言語などにかかわる知的機能」の発達に遅れが認められ、 

「他人との意思の交換、日常生活や社会生活、安全、仕事、余暇利用などについての適応能力」も不十分であり、 

特別な支援や配慮が必要な状態とされています。また、その状態は、環境や社会生活などで変わる可能性があると 

言われています。 

症状が重ければ幼少から気がつきますが、軽いと診断も遅くなります。幼児期には言葉の遅れ（言葉数が少ない・理

解している言葉が少ないといった症状）から知的障がいが疑われます。また合併症が先にわかり、後に知的障がい

（精神遅滞）という場合もあります。 

ほとんどの知的障がいにおいて、障害そのものを改善させることは難しい状況ですが、恵まれた環境下においては 

適応機能などが向上する可能性は十分あります。参考：文部科学省 

知的障がいのあるお子様が通える学校として、近隣の学校に設置されている支援学級と特別支援学校があります。 

特別支援学校では、小学部、中学部、高等部と通うことができます。 

中学部、高等部では、将来に向けて職業教育の時間も設けています。 

各教科や自立活動は、その子に応じた個別の指導計画を担任と保護者が話し合いの中で作成し、支援していただきま

す。ただ知的障がいのあるお子様には、学習によって得た知識や技能が理解できるのが難しかったり、実際の生活の中

でも生かされることが難しい場面も多々みられます。 

知的障がいとは 

知的機能は知能検査によって、平均が 100、標準偏差 15 の検査では知能指数（Intelligence 

Quotient, IQ）70 未満を低下と判断します。知能指数の値だけで知的障害の有無を判断することで

はなく、適応機能とともに総合的に評価し判断するべきだと考えられます。 

 

学校に登校 
着替えることによって 

気持ちの切り替えをする 

その子にあった 

自立活動 

給食の時間 体を動かす 着替えて下校 

特別支援学校では、毎日繰り返し学習することにより、例えば自分の意思を伝えることや日常生活における行動

などを身につけられるように指導がされます。 

 
私にも知的障がいの息子がおります。息子の療育には家族の支援も重要ですが、やはり限度もあります。そこで学

校や、放課後等デイサービス、移動支援などで息子にあった支援を行うことによって、ゆっくりではありますが、息

子なりに成長していっております。 

出来ないと思っている事が、知らないうちに出来る様になっている事もあって、日々驚かされています。 

この前の体育参観では待機するときに体操すわりで、ちゃんと手も前に組んでいました。 

皆さんにとっては当たり前の事だと思われるでしょうが、私にとっては大きな成長と感じています。 

小さなことではありますが、喜びは何十倍も大きいです。 

 

 

 

 

 

イレブン通信 

131号 

「イレブンエクシード通信」は、弊社とお取引させてい

ただいた方に送付させていただいております。 

ご不要の場合は、恐れ入りますが、ご一報ください。 

時間割学習 

木工作業   工房作業 

《職業教育例》 


